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①
調
査
対
象　

市
内
に
在
住
す

　

る
満
20
歳
以
上
の
男
女

②
調
査
人
数　

３
千
人（
無
作

　

為
抽
出
）

③
有
効
票
数　

１
千
６
７
５
票

④
調
査
方
法　

調
査
票
を
郵
送

　

の
う
え
、
記
入
後
に
返
送

⑤
調
査
期
間　

平
成
21
年
7
月

　

8
日
～
22
日

市
民
意
識
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

市
民
意
識
調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た

　

市
で
は
、
7
月
に
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
行
田
市
に
対
し
て
普
段
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
を

把
握
し
、
各
種
行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
っ

た
も
の
で
す
。
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、市
民
意
識
調
査
の
結
果
の
主
な
も
の
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

調

査

の

概

要

質問：行田市の住み心地はいかがですか。

結果：まちの住み心地は、「住みよい」、「どちらかといえば
住みよい」と回答した『肯定派』が44.6％と、『否
定派』（「住みにくい」、「どちらかといえば住みにく
い」と回答した人の割合）の16.1％より28.5ポイン
ト上回っています。

住みよい
18.9％
住みよい
18.9％

どちらかと
いえば住みよい

25.7％

どちらかと
いえば住みよい

25.7％
ふつう
34.8％
ふつう
34.8％

どちらかと
いえば

住みにくい
12.6％

住みにくい
3.5％

無回答
4.6％

ある程度
住み続けたい
19.9％

ある程度
住み続けたい
19.9％

移転したい
5.9％

どちらとも
いえない
15.1％

無回答
10.6％
無回答
10.6％

一生住み
続けたい
48.5％

一生住み
続けたい
48.5％

信頼できる
13.9％

信頼できる
13.9％

まあまあ
信頼できる
50.2％

まあまあ
信頼できる
50.2％

あまり信頼
できない
19.7％

あまり信頼
できない
19.7％

無回答
11.9％
無回答
11.9％

信頼
できない
4.4％

手紙や電子
メールで意見を
述べたい
11.5％

市役所、議会や
専門家に一任
したい
18.2％

電話したり、
市役所に
行ったり
して意見を
述べたい
6.3％

関心がない
20.7％

関心がない
20.7％

その他
2.7％

市の説明会や
懇談会に参加
して意見を
述べたい
6.3％

自治会や各種
団体を活用して
意見を述べたい

11.6％

市政を考える
集まりや組織に
参加したい
11.3％

無回答
11.4％
無回答
11.4％

費用は出来る
だけ掛けず
行政の責任で
進める
40.1％

費用は出来る
だけ掛けず
行政の責任で
進める
40.1％

費用は掛かっても
行政の責任で進める

6.7％

市民や民間と協働
で事業を進める

26.1％

市民や民間と協働
で事業を進める

26.1％

市民や民間で
出来る事業は
まかせて
進める
16.6％

その他
1.3％

無回答
9.3％
無回答
9.3％

質問：今後も行田市に住み続けたいとお考えですか。

結果：今後の居住意向は、「一生住み
続けたい」が48.5％と最も多
く、「ある程度住み続けたい」
19.9％、「どちらともいえな
い」15.1％、「移転したい」
5.9％となっています。「一
生住み続けたい」と「ある程
度住み続けたい」をあわせた
『居住継続派』は68.4％と
なっています。

住みよい
18.9％
住みよい
18.9％

どちらかと
いえば住みよい

25.7％

どちらかと
いえば住みよい

25.7％
ふつう
34.8％
ふつう
34.8％

どちらかと
いえば

住みにくい
12.6％

住みにくい
3.5％

無回答
4.6％

ある程度
住み続けたい
19.9％

ある程度
住み続けたい
19.9％

移転したい
5.9％

どちらとも
いえない
15.1％

無回答
10.6％
無回答
10.6％

一生住み
続けたい
48.5％

一生住み
続けたい
48.5％

信頼できる
13.9％

信頼できる
13.9％

まあまあ
信頼できる
50.2％

まあまあ
信頼できる
50.2％

あまり信頼
できない
19.7％

あまり信頼
できない
19.7％

無回答
11.9％
無回答
11.9％

信頼
できない
4.4％

手紙や電子
メールで意見を
述べたい
11.5％

市役所、議会や
専門家に一任
したい
18.2％

電話したり、
市役所に
行ったり
して意見を
述べたい
6.3％

関心がない
20.7％

関心がない
20.7％

その他
2.7％

市の説明会や
懇談会に参加
して意見を
述べたい
6.3％

自治会や各種
団体を活用して
意見を述べたい

11.6％

市政を考える
集まりや組織に
参加したい
11.3％

無回答
11.4％
無回答
11.4％

費用は出来る
だけ掛けず
行政の責任で
進める
40.1％

費用は出来る
だけ掛けず
行政の責任で
進める
40.1％

費用は掛かっても
行政の責任で進める

6.7％

市民や民間と協働
で事業を進める

26.1％

市民や民間と協働
で事業を進める

26.1％

市民や民間で
出来る事業は
まかせて
進める
16.6％

その他
1.3％

無回答
9.3％
無回答
9.3％

質問：男女共同参画社会の実現のためには何が重要だとお考えですか。（複数回答）

結果：男女共同参画社会の実現のため
に重要なことは、「誰もが安
心して暮らせる環境や条件の整
備」（49.4％）と「男女の職
業生活と家庭・地域生活の両立
の支援」（42.4％）が40％台
と最も多く、ついで「学校教育
における男女平等教育の推進」
（33.9％）、「保育環境を充実
させる」（25.4％）となってい
ます。

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

学校教育における男女平等教育の推進

男女の職業生活と家庭・地域生活の両立の支援
誰もが安心して暮らせる環境や条件の整備

保育環境を充実させる

女性を政策立案・方針決定の場に積極的に登用する

女性に対するあらゆる暴力の根絶
地域活動やボランティア活動への支援を行う
セミナーなどで男女平等について学ぶ機会を増やす

その他

無回答

（％）

33.9

42.4

49.425.4

18.8

10.1
9.7

16.2

2.3
16.2

33.9

42.4

49.425.4

18.8

10.1
9.7

16.2

2.3
16.2

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0
（％）

歴史・文化や自然を生かしたまち

観光資源を生かした観光振興のまち

商業や産業が発展し、経済活動が盛んなまち

生活環境の整ったまち

教育・文化の充実したまち

社会福祉の充実したまち

その他

無回答

29.1

10.8

36.6

45.5

13.7

48.2

1.4

2.8

29.1

10.8

36.6

45.5

13.7

48.2

1.4

2.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0
（％）

現在の収集回数・分別方法でよい

収集回数を増やしたほうがよい

収集回数を減らしたほうがよい

もっと細かく分別したほうがよい

分別の種類を減らしたほうがよい

ごみの有料化を検討したほうがよい

その他

無回答

55.041.8

6.1

11.6

11.1

9.4

3.9

4.5

55.041.8

6.1

11.6

11.1

9.4

3.9

4.5


